
（様式第 16号） 

 

令和２年度 みやぎ環境交付金事業（計画・実績）概要書 

市町村名 ：  

野生鳥獣対策強化事業 

＜事業目的＞ 

 近年、住宅地周辺においてクマの出没が相次いでいる。平成 30 年 6 月には住宅地に近い民間

事業者の施設内に留まる事件が発生しており、令和元年7月から8月にかけては、水の森公園周

辺の住宅地に長期間にわたり繰り返し出没し、最終的には住宅地に留まる事件が発生している。 

本事業では、クマによる被害を未然に防止するため、専門業者による現地調査を踏まえた誘因

物や移動経路の特定、被害防止対策に係る助言等を行うほか、市民が適切な被害防除対策を講じ

ることができるよう、クマ対策市民講座や啓発パネルの展示等を実施する。 

二酸化炭素の削減効果 kg-co2 

  

その他 啓発講座参加

者 500名 

 

 

 

 

 

＜事業内容＞ 

クマの出没の状況に応じて、専門業者に現地調査を依頼し、誘引物の特定や移動経路の特定を

行うとともに、被害防除対策に関する技術的な助言を行う。また、住宅地周辺で目撃情報が寄せ

られた際には、センサーカメラやドローンを用いた追跡調査を実施する。 

さらに、クマによる人身事故を未然に防止するため、クマの出没が多い地域において、クマ

の生態や被害に遭わない方法等について専門家がわかりやすく解説する「クマ対策市民講座」

（年10回開催）や、各区・総合支所の地区祭りでのパネル展示等（年3回）により市民啓発を行

う。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

     啓発講座の様子          地区祭りでのブース出展の様子 

＜その他＞ 

当年度の事業費：5,283,000円 

事業量: 現地調査 85件 

   ：追跡調査 センサーカメラ調査14日間、ドローン調査5回 

：啓発講座 10回、地区祭りでの啓発3回 

事業実施予定期間：令和２年４月１日～令和３年２月 19日 

補助率：100％ 

 


